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本事業については、水害リスク低減効果の確実
性、環境影響評価レポートの信頼性、そして地
域住民が求める環境との乖離といった課題があ
ります。それらについて、住民との十分な対話
や合意が得られていません。

特に、水害リスクの低減効果や環境影響につい
て、一面的で断定的な説明がなされているため、
事業全体としての公益性を適切に判断すること
ができません。
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グレーインフラの特徴（概念）
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グレーインフラ、グリーンインフラの図はOnuma and Tsuge (2018)、中村(2018)をもとに作図
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空間的な問題（概念）

流域内の降雨の偏りは？



•事業効果の説明が、状況の一部情報
に限られている。起こりやすいこと
から、最悪の場合に起こりうること
まで、幅をもって示すことが必要で
ある。それを踏まえて、住民と合意
をはかることが大切である。

•住民が被災直後のように十分に考え
られない状況で重要な決定をするこ
とは適切でない。



環境影響の評価とその提示における課題



濁りの生態影響

斜面の水没問題



環境影響評価における予測（にごり）

評価の指標
・環境基準(SS25mg/L)の日
数
・最大・最小・平均

川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポートp.7.2.4-350



要素変化の予測

関連する環境要素の抽出

生物の個体への影響

生物の個体群への影響

群集や生態系への影響



環境影響の評価とその提示における課題

⚫影響の要因（要素）抽出の粗さ
⚫要因となるものの変化に対して、生物への影響
が楽観的。

⚫もっとも起こりやすい事象、最悪の場合に起こ
りうる事象を幅をもって示す必要性

⚫達成できない場合にとるべき対応の提示
⚫上記を踏まえた住民との合意形成



住民が求める環境からの乖離

⚫川とは何か？
⚫清流とは何か？
⚫川と人の関係はどうあるべきか？



河川整備計画における複数案比較の課題

⚫配慮レポートでは、複数案比較を行っていな
い。整備計画において、環境を含めて複数案
比較をおこなったとされている。

⚫整備計画では、すでに事業が進んでいるので、
変更は難しいとのみ記述

⚫持続的な地域のために必要な環境の指標と閾
値は？

p.103
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